
 - 1 - 

第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 第１回長岡市福祉有償運送運営協議会 

２ 開催日時 平成 22 年 5 月 25 日（火曜日） 
午前 10 時 00 分から午前 11 時 45 分まで 

３ 開催場所 長岡市役所 ６階 第２委員会室 

４ 出席者名 （委員） 松本委員長 土屋副委員長 土田委員 

       菊池いづみ委員 野村委員     伊丹委員 

             杉野委員    小川委員        馬場委員 

 平石委員 菊池努委員   長部委員    

  羽賀委員 

（委員代理）長岡市交通政策課 安達課長（池津委員代理） 

（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ） ＮＰＯ法人 夢ながおか 

 ＮＰＯ法人 ドリーム 

 ＮＰＯ法人 長岡医療と福祉の里ボランティア連合会 

（事務局） 北本福祉総務課長ほか関係職員 

 谷内田福祉相談課長ほか関係職員 

 介護保険課瀬下課長 

介護予防推進室職員 

 交通政策課髙野交通企画係長 

５ 欠席者名 渡辺委員 

６ 議題 １ あいさつ 
２ 委員紹介 
３ 議題 
(1) 平成 21 年度運行状況報告 
(2) 登録事項の変更について 
(3) その他 
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７ 審議の内容 

発言者 議 事 内 容 

事務局：福祉総務課 
    課長補佐 
 
 
事務局：福祉保健部長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局：福祉総務課 
    課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局：福祉総務課 
    課長補佐 
 
 

 ただいまから、平成２１年度第１回長岡市福祉有償運送運営協

議会を開会します。開会にあたりまして、羽賀福祉保健部長より

あいさつを申し上げます。 

 

 おかげさまで本事業も大きな事故もなく、推移させていただい

ております。これもひとえに皆様方のお力添えの賜物と感謝申し

上げます。また、今日は有償運送を運行していただいております

法人の皆様方からもご出席をいただきまして、大変なご尽力をい

ただいておりますことを、改めて感謝を申し上げます。早いもの

で、本事業も５年目に入りまして、利用者も年々増加をしてきて

おりますが、その分新たな課題も生まれてきているように感じて

おります。今日は、平成２２年度第１回目の会議ということで、

議題に添って順次、ご報告・ご協議をお願いするわけですが、ど

うか忌憚のないご意見をいただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 

 

それでは、「２ 委員紹介」に移ります。 

 

この度、新潟運輸支局及び長岡大学で異動がありましたので、

新任委員をご紹介いたします。 

まず、新潟運輸支局の坂本巧委員の後任として首席運輸企画専

門官土田泰之委員にご就任いただきました。 

次に長岡大学の石川英樹委員の後任として菊池いづみ委員に

ご就任いただきました。 

新しい委員の皆様には、お一人ずつ自己紹介をお願いします。 

 

（ 自己紹介 記載省略 ） 

 

本日は、渡辺委員の欠席の連絡をいただいております。 

なお、今年の春の人事異動により、事務局に変更がありました

のでご報告申し上げます。交通政策課長につきまして、山岸課長

に替わり、新たに安達課長が就任いたしました。本日は、長岡市
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事務局：福祉総務課 
    課長補佐 
 
 
 
 
 
 
 
委員長 
 
 
 
 
事務局：福祉総務課長 
 
 
 
 
 
オブザーバ：夢ながお

か 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市整備部長池津勝敏委員の代理として出席しております。 

それでは、交通政策課長安達課長より一言自己紹介をお願いい

たします。 

 

（ 自己紹介 記載省略 ） 

 

なお、課長以下の事務局体制につきましては、別紙「事務局名

簿」のとおりとなっております。 

また、オブザーバとして、NPO 法人夢ながおか、NPO 法人ドリ

ーム、NPO 法人長岡医療と福祉の里ボランティア連合会に出席い

ただいております。 

 

それでは、会議に入らせていただきます。 

ここからの進行は、委員長からお願いします。 

 

 議題に入ります。本日の議題は平成２１年度の運行状況報告

と、登録事項の変更について、オブザーバの皆様にご報告いただ

きながら、質疑応答を行っていきたいと思います。 

 最初に事務局から説明をお願いします。 

 

 「長岡市福祉有償運送ガイドライン」及び「運営協議会におけ

る各種手続きについて」に基づき、実施団体の皆様から、議題（１）

の平成２１年度運行状況についてと（２）登録事項の変更につい

て、あわせてご報告いただきます。 

 最初に NPO 法人夢ながおかさんお願いします。 

 

 NPO 法人夢ながおかです。福祉有償運送の状況報告について、

報告期間は平成２１年４月から平成２２年３月です。 

 事業成果についてです。平成２１年４月１日現在、利用会員２

１名でスタートしましたが、年度期間中５名の追加を受け入れま

した。退会者及び死亡者はありません。平成２２年３月３１日現

在、微増ではありますが、会員２６名の方々の QOL 向上の手助

けになっているように思われます。 

 現在の問題点は、福祉有償運送を継続させていくには、資格者

１０名だけでは限界にきているということです。透析患者の送迎

時間帯が重なり合っているのが実情です。夢ながおかでは送迎事
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業しか行っていないため、累積赤字が相当負担になってきていま

す。 

 今後の課題は、送迎事業を合併して広域化した長岡市の課題と

していただきたいです。 

 そんな中、今年の３月に全国社協が厚生労働省の依頼を受け、

介護保険でまかなえない分野の担い手造りをスタートさせまし

た。「福祉有償運送の担い手造り」については、先週長岡市社会

福祉協議会とネットワーク作りを始めたいとのことで、スタート

させました。私どもの団体では透析患者について病院の送迎は行

いますが、買い物部分にまで福祉有償運送を行うことができず、

利用者からは不便だとの意見が出ております。この件につきまし

ては、できればタクシー業界からも介護保険外の福祉有償運送と

いうことで、何人か集めて買い物に送迎するサービスに参入いた

だければと思います。また、同様に社会福祉法人からの参入も望

みます。 

 意見・要望としまして、相当人件費や油代がかかってきており

ます。同じ団体のドリームにつきましては、別に事業収入があり

ますが、夢ながおかにつきましては、川東地区をカバーしたいと

いうことで立ち上げた団体のため、送迎事業以外の収入源がな

く、非常に苦しんでおります。長岡市社会福祉協議会と連絡を取

り合いネットワークを作っていく中で、栃尾や中之島等の地区で

事業を行ってくれる NPO もしくは地元の人たちからも是非福祉

有償運送の資格を取り、事業を行っていただきたいと思っており

ます。 

苦情と事故はありませんでした。 

 平成２１年度の月別運行状況概要と年間運行状況概要を報告

します。 

（ 資料のとおり説明 記載省略 ） 

 続いて収支計算書を報告させていただきます。これは、送迎に

かかわる経費のみを計上しております。 

（ 資料のとおり説明 記載省略 ） 

続きまして、利用会員の追加について説明します。６名の追加

につきましては、詳細は利用会員登録申請書に詳しく記載されて

おりますので、省略させていただきます（６名中１名は、平成２

２年４月１日以降に登録された会員）。 

運転者の追加について説明します。資料のとおり、新たに１名
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委員長 
 
副委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加させていただきました。この方は、２種免許を取得して運転

者となりましたが、介護福祉士等でないためセダン車両は運転で

きませんので、福祉車両のみ運転していただいております。 

車両の入れ替えについて説明します。資料のとおり、№6のト

ヨタラウムをトヨタマークⅡと入れ替えました。以上です。 

 

それでは、ご質問ご意見がありましたらお願いします。 

 

タクシーの出番というお話がありましたが、昨年 10 月 1 日に

「タクシー適正化・活性化特別措置法」という法案が施行され、

県内 5地区（新潟、長岡、上越、三条、新発田）の地域で協議会

がスタートしました。長岡については、第２回の協議会が終わり

まして、大体の事業計画がでてきました。これをもちましてわれ

われタクシー業界にも新しい需要が生まれつつあります。 

来年、交通基本法が国会に上程されます。これは、移動する権

利を保障した交通の憲法のようなものです。これにより大きく変

わるのは、いままで、縦割りに出ていた補助金を、一括地域に出

してもらえる点です。補助金を出してもらえると、タクシー業界

はどう変わるのかということですが、例えば、今新発田市のほう

で大成功している「デマンドバス」（利用者から１時間前までに

連絡を受けたものについて、タクシーの無線を使い希望する停留

所まで迂回するというようにコースを変えながら運行するもの）

が挙げられます。これは、行政も協力して行っています。 

先程出た透析の話は急務だと考えます。タクシー業界も様々な

場面で協力したいと考えておりますので、行政も補助金の交付な

ども視野に入れながら協力する方法を検討してください。 

 

この問題については、全国の透析患者の団体でも推し進めてい

る問題です。今「デマンド交通システム（利用者の予約に応じて

運行する交通）」については、かなり全国的に進んできておりま

すし、三条市等でも取組みがあります。この取組みは、障害者を

含めるとまだ難しい部分がありますが、過疎地対策、高齢者対策

としては上手くいっている前向きな取り組みです。三条市では、

助成金を交付し、利用者負担を軽減する取組が行われています。

ほかにも、名古屋市や北九州市でも取組みが進められている事例

があります。タクシー業界と行う運動、透析患者の会独自で行う
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委員 
 
 
 
オブザーバ：夢ながお

か 
 
 
 
 
委員 
 
 
オブザーバ：夢ながお

か 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
オブザーバ：夢ながお

か 
 
 
 
 
委員 
 

運動、福祉有償運送を行っている事業者と行う運動といろいろな

パターンの中から有効的なものを選択して推進する必要があり

ます。これを検討する場を設ける必要があると考えます。 

 

 夢ながおかさんの報告について質問させていただきます。車の

入替を行った「トヨタマークⅡ」について、入れ替えを行った理

由を教えていただけますか。 

 

「トヨタマークⅡ」は１３年以上乗っていた車です。平成２１

年度はエコカー減税で補助金が出るということと、後ろハッチが

開く車のほうが乗り降りしやすいということで、平成２１年７月

に買い替えいたしました。理事個人の車のため、法人に貸し出し

という形で使用してもらっています。 

 

 収支決算書の赤字の部分で人件費ですが、何人で単価がいくら

ですか。 

 

これについては、売り上げに対しての人件費で全体のバランス

を見て算出したものです。ドリームと夢ながおか、その他の事業

等があって単純な人件費の計算は難しいため、このような算出方

法を取っております。赤字部分の７９万２，６２３円は送迎につ

いての赤字です。夢ながおかの赤字はもっと大きいです。 

  

送迎事業の赤字問題は重要課題です。会議のための会議ではな

く、実際に人とモノと行政が一緒に動く実効性のある協議会で仕

掛け作りをするべきです。早期に新たな協議会の立ち上げを望み

ます。 

 

 NPO だけでは、活動に限界があります。システムを運用するだ

けではなく、広くネットワークを構築し、更にそれに参加する人

たちをコーディネイトするコーディネーターの育成まで必要で

す。買い物に行くことが困難な買い物難民もいるため、この解決

も課題といえます。 

 

買い物難民という話がありましたが、福祉有償運送の制度上対

応は可能ですか。 
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オブザーバ：夢ながお

か 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
委員長 
 
委員 
 
 
副委員長 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 

 

制度上では、介護保険制度を利用した送迎でないとだめだとい

った束縛があります。全国社協が考えているのは、介護認定を受

けなくても買い物にいけない方に、デマンドバスや、タクシーの

ネットワーク等を構築し、サービスを受けられるようにするとい

うことです。 

 

現在送迎を利用している人でも、病院送迎等介護に係る部分し

か手が回らないのが現状でしょう。介護保険を受けている方は現

在送迎サービスを利用している方よりももっとたくさんいるは

ずです。病院送迎だけでなく、生活に係る部分の送迎といった本

来受けられるサービスが、できるだけ多くの方に受けていただけ

る環境になることを望みます。 

 

交通システムについては、介護保険利用者、障害者に限らず、

全体を網羅した移動の自由を確保する新しい交通システムの構

築が必要です。例えば、昼間のタクシー業界を複数人のネットワ

ークで使うデマンドのような交通システムの構築を望みます。こ

の委員会とは別に「新しい交通システム構築のための検討委員

会」を是非とも早急に立ち上げてもらいたいと思います。 

 

長岡市では、交通政策課の仕事かと思われますが。 

 

市民協働部でコーディネートして福祉部、交通政策課等を取り

まとめていくのもいいのではないかと思います。 

 

 高齢化社会で交通システムは非常に大きな課題ですので、別の

場面でも、福祉、交通を交えて検討する機会があるとよいと思い

ます。 

 

 おっしゃるとおりであり、交通、福祉の面でわれわれ基礎自治

体としてもトータルに考えていかないといけないと思います。 

 毎回同じような話が出るので私どもも検討はさせていただい

ているのですが、なにせ突破口がない状況です。そんななか、現

在長岡市で行っている取り組みとしては、長岡市社会福祉協議会

で、無償の福祉移送サービスを 41 地区中 20 地区福祉会で行って
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委員長 
 
 
事務局：福祉総務課長 
 
オブザーバ：ドリーム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おります。また、透析患者の会とも昨年あたりから話し合いを始

め、なにか工夫ができないか検討しているところであります。本

日ご意見をいただきましたことは、意見を持ち帰らせていただき

検討させていただきたいと思います。 

 

それでは、NPO 法人夢ながおかの説明・報告につきましては、

ご承認いただけたということで進行いたします。 

 

引き続きまして、NPO 法人ドリームさんお願いします。 

 

 NPO 法人ドリームです。福祉有償運送運行状況報告についてで

す。 

 事業の成果といたしまして、利用会員それぞれの状況に応じ対

応ができました。また通院頻度の多い透析患者、障害者の対応は、

経済的負担及び家族負担の軽減が図られたと思います。 

 現在の問題点としては、透析患者や障害者の授産施設等への新

規利用者の追加は、これ以上難しい状況にあり、利用希望者の要

望、利用会員の登録等に速やかに答えられない状況です。 

 今後の課題は、使用車両の老朽化にともなう、車両管理費、整

備費が年々大きな負担になってきております。新車購入は大きな

負担で速やかに対応はできない状況です。 

 事故、苦情対応はありませんでした。 

平成２１年度の月別運行状況概要と年間運行状況概要を報告し

ます。 

（ 資料のとおり説明 記載省略 ） 

 続いて収支計算書を報告させていただきます。 

（ 資料のとおり説明 記載省略 ） 

続きまして、利用会員の追加について説明します。２名の追加

について、そのうち１名は登録後すぐに亡くなってしまいまし

た。２名の詳細は利用会員登録申請書に詳しく記載されておりま

すので、省略させていただきます。 

運転者の追加について説明します。NPO 法人夢ながおかと共同

です。資料のとおり、新たに１名追加させていただきました。こ

の方は、２種免許を取得して運転者となりましたが、セダン車両

は運転できませんので、福祉車両のみ運転していただいておりま

す。いずれは講習会を受けてセダン車両の運転もできるように検
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委員長 
 
委員長 
 
 
事務局：福祉総務課 
 
 
 
 
 
 
 
委員長 
 
 
オブザーバ：ドリーム 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 

討しております。 

車両の入れ替えについて説明します。こちらも夢ながおかと共

同で資料のとおり、№6のトヨタラウムをトヨタマークⅡと入れ

替えました。以上です。 

 

 それでは、ご意見ご質問はないでしょうか。 

 

 運転者についてですが、福祉車両限定の運転者という規定はあ

りましたか。 

 

 介護福祉士又はヘルパー資格者が２種免許を取得して運転者

になる場合はセダン車両も運転できます。今回の NPO 法人ドリー

ムさんの運転手は介護福祉士等ではないので、２種免許は取得さ

れていますが、セダン等による運転者講習会又はケア輸送サービ

ス従事者研修を受けないとセダン車両の運転ができません。現時

点ではこのような運転者講習会を受けていないので、福祉車両の

みに限定されています。 

 

 新規利用会員の登録は難しいとされていますが、会員になりた

いという方は現実にいらっしゃいますか。 

 

越路地域の透析患者で待機者というか、いずれお願いしたいと

いう方がいらっしゃるとお聞きしております。先日も不幸にも亡

くなられた方がいらっしゃいましたが、亡くなられて空きが出た

ところに対応しているのが現状です。登録会員数は２１名とごく

わずかですが、透析患者が多く週三回の病院送迎があるため、こ

の人数でもやっとです。介護、障害で週 1回の送迎の方であれば、

数名増やすこともできるかと思いますが、透析患者や週数回病院

送迎がある方の送迎は難しいのが現状です。 

 

 補足させていただきますと、この協議会ができてからわずか５

年ですが、現在の透析患者状況はかなり深刻です。特に、生活習

慣病、糖尿病から透析に入られる患者が増えてきており、そのほ

とんどが高齢者のため、車の運転は難しく、実際に送迎を必要と

している人は非常に多いと言えます。しかし今は、一民間で NPO

のようにボランティア的に送迎事業を行うのは人数的にも困難
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委員長 
 

になってきたと思います。ここでもタクシー業界と協力の上対応

しきれていないニーズに早急に対応する方法を検討する必要が

あります。 

 

 それでは、NPO 法人ドリームの報告はこれで承認いただいたと

いうことにさせていただきます。 

 

 引き続きまして、長岡医療と福祉の里ボランティア連合会から

ご報告させていただきます。 

 

 平成 21 年度運行状況の報告をさせていただきます。事業の成

果としまして、福祉有償運送契約者数は４９名となっています。

このうち身体障害者が全体の約７割を占めており、日常生活能力

の回復・維持訓練を行う施設入居者が多く、病院や銀行等へ積極

的に出向き、家庭復帰や社会生活への復帰の訓練の機会となり感

謝されています。 

 問題点としまして、利用希望者が増加する一方、受入側の人や

運送車両を需要に応じて増やすことは難しく、福祉有償運送を必

要としている方に十分対応できない現状があります。 

 苦情事故に関しましては、ありません。 

平成２１年度の月別運行状況概要（訂正：資料中―車両２番の

三菱ミニキャブをミツビシミニカに訂正）と年間運行状況概要を

報告します。 

（ 資料のとおり説明 記載省略 ） 

 続いて収支計算書を報告させていただきます。 

（ 資料のとおり説明 記載省略 ） 

続きまして、利用会員の追加について説明します。１０名の追

加につきましては、詳細は利用会員登録申請書に詳しく記載され

ておりますので、省略させていただきます（１０名中１名は平成

２２年４月１日以降に登録された会員）。 

車両について説明します。資料のとおり、ミツビシミニカを老

朽化により廃車させていただきまして、特殊車のトヨタＮＯＡＨ

を新たに購入し、車両の入替をさせていただきました。 

  

それでは、ご質問ご意見はありませんでしょうか。 
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月別運行状況概要に利用料金が未記入でしたので、料金体系を

教えてください。 

 

3ｋｍからの送迎となりまして、300 円スタートで、1ｋｍ100

円で送迎料金をいただいております（資料月別運行状況概要中、

「利用料金（3ｋｍ迄 300 円＋100 円／ｋｍ加算）」を追加）。 

 

 車両維持管理費とありますが、前の二つの団体は修理費とか車

検代とか言うことで計上されていましたが、修理費や車検代は車

両維持管理費に含まれていますか。 

 

 車検代、修理費は車両維持管理費に含まれています。 

 

 

 現状の料金体系ではどんどん赤字が膨らんでいくので、単価構

成を変えていかないといけないですね。 

 ここで金額に計上されている距離は、実際会員が利用している

距離ではなく、全体の移動時間の距離ですよね。1ｋｍ３００円

で計算すると、だいたいタクシーの半分から７割の売り上げです

ね。 

 

 この場合は、会員の乗っている距離です。全部の距離は自動車

管理簿に書いておりますが、会員の乗っている距離はなかなか把

握しておりません。 

 

 実際、お客さんがご利用する時間と、移動する時間に乗りしろ

があります。その部分にも人件費は発生します。タクシーであれ

ば手待ち時間等にあたる部分です。乗りしろの部分も全部人件費

として計算するので、もっとこの収支計算書に現れていない部分

の負担があることを申し上げます。 

 

 今全ての団体から収支報告を受け、全ての団体がマイナスとい

うことですが、このマイナス幅を縮めるには会員数を増やすこと

で解消できますか。それとも、先ほどお話があったように単価を

上げなければいけないのでしょうか。そのあたりは皆さんどのよ

うな見解をもっていますか。 
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 夢ながおかとドリームの２法人については、会員数を減らす方

が赤字がでません。収益だけを考えればやらないほうがよいので

す。ただ、NPO 法人として地域に貢献したいということで、透析

患者の会と一緒に、ドリームであれば越路地域を中心に始めたも

のです。そんな中で一つだけ解決方法があります。先ほど言った

ようにネットワークを作って、栃尾の方とか NPO 法人を立ち上げ

られない方たちが自分の車を使って１，０００円もらっていると

ころの全国的には７かけくらいで３割事務費として残すように

して会員を増やし、各地域で NPO 法人を立ち上げていく場合がな

んとか成り立つと思います。 

 

３つの法人の運行状況を教えていただいて、大変な中で意義深

い事業を展開していることがよくわかりました。そんな中あえて

ご質問させてもらいたいのですが、苦情対応が１件もなかったと

いうことですが、利用者から苦情でなくても要望、意見等聞いて

いることはありますか。 

 

 身体障害者もそうですが、どこかにでかけたいが自分では動け

ないといった場合に苦情の持って行き場がないのが現状です。役

所に苦情を持っていっても「わかりました。考えましょう」で終

わってしまいます。話し合いの会を設けたくても、タクシーは高

いし、市の福祉車両は台数に制限があるので、今は長岡市社会福

祉協議会に協力していただいて対応しているものもありますが、

参加していただくために人間を集めるのは難しい状況です。 

  

私たち NPO 法人には苦情はきません。利用している方々は非常

にありがたいと思っていて、送迎サービスを継続して行ってもら

いたいため、苦情はこないものだと思います。 

 

タクシー業界では、苦情処理が義務付けられています。苦情の

保管義務もあります。また、私は特別養護老人ホームの理事もさ

せていただいておりますが、苦情委員会があり、理事会でオープ

ンにさせていただいております。そういう意味で、先ほどの委員

のご指摘というのは、苦情や要望を受けつける体制があることに

よって、NPO と利用者の信頼関係が構築されるのではないかとい
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うことと、自分たちのレベルアップを図る手段ではないかと私は

思っております。そういう意味で、苦情は大変ありがたいもので

す。なぜかというと、タクシーで苦情を黙っていられては他のタ

クシーに客が移ってしまうからです。しかし、福祉有償運送は３

団体しかないので、他に移ることができないので、苦情をいえな

い状況になっているように思います。 

 

 質問の根底にあるものは、福祉有償運送のような形で送迎をし

ていただかなくてはいけない社会実態になった時に、弱者がなか

なか声をあげられない社会背景の中で今日を迎えたということ

です。先ほどご指摘のあったとおり、患者会や身近にある小団体

が組織としてフォローアップする体制を作ることが大切です。 

 今ご指摘のあったように、私どもにもかなり福祉タクシー業者

からクレームがついております。ただ、これは運転者 1人 1人の

マナーの良し悪しもあり、よほど厳しいものでなければある程度

個人的にお願いすればいい問題かと思います。ただ、決して苦情

等は黙っているべきものではなく、そういう窓口があればしっか

りと意見は出ております。全てを意見するのではなく、選別して、

意見したほうがよいものについてはきちんと組織を立ち上げて

苦情対応を行っていきたいと思います。 

 

 よろしいでしょうか。それでは、ボランティア連合会の報告に

ついて、これで承認させていただきます。 

 

 それでは、一通り３つの法人につきまして報告を受け、承認し

たわけですが、全体を通してなにかご意見がございますでしょう

か。 

 

 昨年５月の運営協議会におきまして、ボランティア連合会が提

案した重複した書類の省略化について、まもなく国から通達がき

て、その通達に基づいて、事務局の方で検討し、この会議にかけ

ようというお話であったと思いますが、今この話がないというこ

とは、国から通達はなかったと考えてよろしいのでしょうか。 

 

 国の方から改正の通達は参りました。ただ、この協議会で決定

されている書類のあり方と比べましたところ、今以上に簡素化す
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る部分はありませんので、通知を申し上げませんでした。 

 

 その通達の中には、運営協議会で再度ご提案のあった事業所の

方から要望があれば、その地域地域で十分検討してよいと私は伺

っているのですが、そのような解釈でよろしいですか。 

 

 そのように理解しております。 

 

 今の質問は、書類の簡素化を要望しているものですので、今後

これは議題としてあげるなり、事務局の方で整理整頓して簡素化

できるものがあれば、審議するのはいかがでしょうか。 

 

具体的な提案をいただければ事務局で資料作成の上、協議会に

かけたいと考えております。 

 

 では、その点今後ご提案いただくということで、よろしいでし

ょうか。 

 他にご質問はございませんか。 

 

 作成する書類がたくさんあり、事業を行えば赤字になる。行っ

ている事業者は本当に大変だと思います。しかし、社会の中に今

のような送迎の仕組みは必要だと思いますし、利用する市民側か

ら言えば、こういった送迎事業を行っていただいている事業者が

もっとできてほしいと思いますが、３０万人都市で事業者は３団

体だけというのが現実です。書類の簡素化等、国に働きかけられ

ることがあるなら検討も必要だと考えます。 

 

 先ほどどなたかがおっしゃいましたが、１つには、料金単価が

低めに設定されていますね。タクシー料金の 1/2 以下でなくては

いけないと規定されていますが、それにしても低すぎることが要

因かと思います。また、NPO 法人夢ながおかさんもおっしゃって

いましたが、長岡市も合併して大きくなりましたので、３つの団

体は旧長岡地域と越路地域を主にした福祉有償運送ですし、それ

以外の地域の送迎に困っている方については、皆様方の関連の

方々のご尽力で、少しでも団体を増やしていければこの福祉有償

運送も発展していく兆しがあるのではないかと思います。それか
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ら、副委員長などからもご発言がありましたが、公共交通の長岡

市の中でのあり方を縦割りではなく、広く検討してくださいとの

話がありました。市で真摯に受け止めていただきたいです。また、

交通基本法の話がありましたが、この法案には具体的な予算や財

政のことは盛り込まれていないため、これが施行されたからとい

って、すぐに改善されるようなものとは考えにくいです。そのた

め、地域で仕組みを考える必要があると思います。 

 

 福祉有償運送を増やすのは大変困難なものです。むしろタクシ

ーは全国においても余力があります。その余力をどう活かすかを

検討することの方が早いんですね。とにかく、タクシー業界のよ

うにベテランで安心安全をきちんと守りながら送迎を行ってい

る業界があるのです。ただ、一人が一人の送迎を行うシステムの

ため、どうしても値段が高くなってしまいます。それをどう解決

するかが大きな課題です。私たちタクシー業界では地域の特定協

議会で、いろいろな問題を協議していくことになっています。そ

れに併せて交通基本法が背景にあり、我々としてはこのチャンス

を生かしたいと考えております。どうか、我々タクシー業界で新

たな送迎システムについて検討を行いますので、理解いただきま

して、応援していただきたいと思います。行政も今まで補助金と

して交付していた分を地域に按分して配分していただくことを

ご検討いただきたいと思います。 

 

議事の部分はこれにて終了とさせていただきますので、事務局

の方に進行をお返しします。 

 

 本日はこれで閉会とさせていただきます。皆様大変ありがとう

ございました。 

 

８ 会議資料   別添のとおり 

 


